　令和４年12月22日　
　
返還免除申請希望者　各位
宇都宮大学学務部学生支援課　　
日本学生支援機構奨学金の特に優れた業績による返還免除について

　このことについて、既に奨学金返還説明会等でお知らせしましたとおり、独立行政法人日本学生支
援機構大学院第一種奨学生採用者で、今年度貸与が終了する者のうち特に優れた業績を挙げた者につ
いては、選考の上、奨学金の全額又は半額の返還が免除されることがあります。
　つきましては、申請希望者は下記事項を参照の上、申請してください。

また、申請人数が本学の推薦枠を超えた場合は、学内選考により返還免除候補者を決定いたします。
なお、候補者として推薦された場合でも、日本学生支援機構において認定されないことがありますので、ご承知おきください。
記
Ⅰ　受付期間　
令和４年1月2７日（金）～2月3日（金）　9:30～17:00
Ⅱ　様式の配付について
下記大学HPよりダウンロードください。

https://www.utsunomiya-u.ac.jp/convenient/campuslife/exemption.php
Ⅲ　提出先・提出方法（事情により窓口提出ができない場合は，郵送も可）　
1 提出書類（裏面P2参照）番号1～4を紙で提出してください）
　　学務部学生支援課奨学支援係（学務棟２階）　
ＴＥＬ：028-649-5102
〒321-8505栃木県宇都宮市峰町350
　宇都宮大学学務部学務部 学生支援課奨学支援係
2 提出書類番号3（紙とデータ両方の提出になります）

メールアドレス　shougaku@miya.jm.utsunomiya-u.ac.jp
Ⅳ　本学の推薦枠（予定）　
修士課程(博士前期課程を含む)  29人
　　専門職学位課程（教職大学院）   1人

Ⅴ　結果について
　　返還免除候補者として本学から推薦された場合には、令和５年７月下旬に日本学生支援機構から
直接結果が通知されます。推薦されたかどうかのお問合せは、令和５年５月15日（月）以降に学生
支援課までお願いします。
新型コロナウィルス感染症の影響による研究計画の遅延等のため、貸与期間中に業績を挙げることができなかった場合（課程を修了した場合は除く）、特例として、業績を挙げる期限を1年間猶予し、令和５年度の申請を可能とします。（延長期間中は奨学金の貸与はありません。）学生支援課まで申し出てください。
提出書類
	番号
	提出書類
	注意事項等

	1
	日本学生支援機構奨学金に係る特に優れた業績による返還免除について（申請）（様式A）
	

	2
	業績優秀者返還免除申請書

（様式1-1）(Excel入力可)
（両面印刷）　

	記入例のファイルを参照し、作成してください。
特に優れた業績の要旨は記入例のファイルを参照するとともに、評価調書及び業績を証明する書類に対応する番号を付す等、第三者にもわかりやすく工夫してください。記入量が多い場合は主な業績のみ記載し、枠に収めてください。
氏名欄は自署し、押印の上ご提出ください。

	3
	大学院奨学金返還免除候補者選考に関する評価調書

（様式B）
	Excel に入力したデータ及び印刷したものを提出していただきます。

評価調書の作成にあたっては、記入例を参照の上作成してください。データ提出の際は、P1Ⅲ②のメールアドレス宛てにメールの件名及びExcelファイル名を「学籍番号・氏名・返還免除評価調書提出」とした上でファイルを送付してください。現在在籍している大学院で第一種奨学金貸与期間中の業績のみが対象です。学部や博士前期課程（申請者が博士後期課程在籍の場合）における業績は対象となりません。

	４
	特に優れた業績を証明する資料（写し可）
	「宇都宮大学大学院日本学生支援機構奨学金返還免除候補者選考基準」の別紙及び記入例を参照して、該当する業績の資料を提出してください。なお、学会発表の場合はプログラム・目次・要旨の3点を揃えてください。


Ⅵ　その他　提出された書類は返却できませんのでご注意ください。
 SHAPE  \* MERGEFORMAT 



申請を希望される方は、熟読のうえ申請してください。
特に優れた業績による返還免除制度

大学院において第一種奨学金の貸与を受けた学生であって、在学中（現在所属している研究科）に特に優れた業績を挙げた者として日本学生支援機構が認定したものには、現在所属している研究科で貸与を受けた第一種奨学金の全額又は半額の返還を免除される制度です。
対象者

大学院第一種奨学金採用者で、令和４年度中に貸与が終了する者（満期・辞退・退学等含む）が対象です。

申請からの流れ




 SHAPE  \* MERGEFORMAT 



 SHAPE  \* MERGEFORMAT 








Ⅰ
申請にあたって

返還免除を申請する方は、採否が決定するまで繰上返還を行なわないようにしてください。
提出書類について
・提出した書類は返却できません。

・提出書類は原則Ａ４サイズにしてください。

１）プリントアウト時の注意
必ず両面印刷とし、片面ずつを貼り付けての提出はしないでください。
２）作成上の注意

・手書きする場合はボールペンを使用してください。
・修正箇所がある場合は、修正したものを差し替えて提出してください。

・記入例等を参照しながら、作成してください。

・データを提出するものは、枠からはみ出したり印刷切れしたりしないよう、プリントアウト
して確認してから提出してください。
　
３）添付する「業績を証明する資料」について
以下の条件を満たすか確認してください。
１．今回の免除対象となる奨学金貸与期間中における業績であることが客観的に分かること
添付する各資料上部に、様式（Ｂ）の番号、業績の種類―機構が定める評価項目の区分（Ⅲ　評価項目及び評価方法　参照）、学籍番号、氏名を朱書きしてください。
（原則，ホチキス止めはせず，ページがバラバラになってもわかるよう書類それぞれに用紙記載してください，ただし両面ある場合は片面だけ記載ください　）

更に、学会発表資料等は発表者の氏名や参加がわかる部分に、蛍光マーカー等で線を引いてください。
(例：（１）、○―△、186××××、宇大太郎)

　　　・業績書類は原則A4としてください。A４以下の場合，A4の用紙に張り付けてください。
・学会発表がコロナウイルス感染拡大のため中止となり，学会判断で要旨集となり発表されたものと取り扱われた場合，その旨がある記載のHPやメール等を添付することで学会発表として取り扱っても問題ありません。

２．専攻分野に関連した、教育研究活動の成果であること
	「教育研究活動等の業績」項目
	業績を証明する資料等
	注意

	１
	学位論文その他の研究論文
	学位論文

（学士論文ではありません）
	学位論文要旨は必ず記入してください。表紙と内容（概要、アブストラクト）を提出してください。
学位論文の表紙は、学位申請のために提出した論文の表紙をコピーしたもの。

	
	
	学術論文
	表紙（雑誌名、発行巻数、発行年月のわかる箇所）、目次（論文の掲載箇所がわかる箇所）、内容（掲載論文のコピー、概要でも可）を提出してください。

共同発表等の場合は申請を認めない場合もあります。

　※奨学金貸与期間中に論文が公表されることが原則です。
　登録された論文が採録決定やAcceptされて、その決定が学会において業績として認知され公開可能な場合は、業績として提出が可能です。



	
	
	学会発表


	プログラムの表紙（学会名（大会名）、開催日のわかるもの）、目次

（発表日を示す箇所）、内容（梗概集のコピーやポスター発表のポスターをＡ４にして）を提出してください。（1～3枚程度）
※共同発表等の場合は評価されない場合もあります。

　※現在在籍している大学院で貸与を受けている奨学金の貸与期間内に発表した（する予定）のものであることが必要です。

学会発表として扱わない例
・宇都宮大学企業交流会　・大学コンソーシアムとちぎ学生&企業
研究発表会　・宇都宮大学オプトバイオシンポジウム


	
	
	表彰
	学会発表等で表彰された場合は、年月日のわかる表彰状等のコピーを提出してください。

※「宇都宮大学学生表彰や学部長表彰」は、「1-⑥」ではなく「6-③」での評価になります

	４
	著書、データベー

スその他の著作物
	表紙、目次、

内容
	「著書」に該当するか（学術論文との違い）に注意してください。

「データベース」は公表されているものに限ります。

	５
	発明
	出願資料、登録ナンバー等
	特許・実用新案特許・発明の場合、登録日や登録番号等のわかるものを提出してください。

登録された発明者等が、指導教員や大学になっている場合は、あなたがそれに関わったことが分かる証明が必要になります。

特許を出願し公開可能な場合（出願公開中）は、タイトル等を申請書に記載することに問題がないか、指導教員や大学に確認をとってください


	６
	授業科目の成績
	成績証明書
	大学院成績証明書は必ず記入してください。

なお、成績証明書は大学で用意するので添付の必要はありません。

	
	
	通知文
表彰状等
	本学イノベーション創生部門ヤングイノベーションスカラーシップ（研究グラント、国際会議奨励グラント），大学院生・ポストドクター研修支援制度（農学部研究推進委員会）及び宇都宮大学学生表彰
→修士は６－③、博士は６－④に該当。

	７
	研究又は教育に係る補助業務の実績
	ＴＡ、ＲＡ等の採用通知の写し
	「研究・実験方法の改善・工夫への貢献」や「教育方法の改善・工夫への貢献」が評価の対象となります。

ＴＡ、ＲＡの採用通知「労働条件通知書」のコピーを提出してください。
※2020年分は，TA・RA謝金の「出勤表」（一ヵ月）のコピー
※給与明細（一ヵ月分）のコピーでも可，ただし科目名を右下に記載
　担当した科目期間毎に，提出してください
紛失した場合、下記の内容をＡ４用紙に作成し提出ください。
氏名・学籍番号・所属研究科（プログラム名まで）を記載
①担当した時期（例：2021年前期）②科目名と開講学部　
複数ある場合は，①・②を期間ごとに記載してください。

ＴＡとしては扱わない例
・教員免許更新講習の補助  ・共同研究の補助及び事務補佐等
・外国人留学生チューター　 　
ＴＡ・ＲＡ以外に該当する実績がある場合は、担当教員等に従事日及び業務内容を証明していただいてください。



	10
	ボランティア活動その他の社会貢献活動の実績
	新聞記事、表彰状等
	専攻分野に関連した教育研究活動の成果であること
あなたの業績であることが客観的に判断できる資料が必要です。
　主催者等、本人以外の第三者が、活動を証明または評価していることが確認できる資料を提出してください。
認められない例
新聞記事等で顔写真のみがある資料の提出



Ⅲ　評価項目及び評価方法
	業績の種類
	機構が定める評価基準
	機構が定める評価項目の区分

	
	
	大学院における教育研究活動等
	専門分野に関連した学外における教育研究活動等

	
	
	本学が定める評価項目
	本学が定める評価項目

	１　省令第36条第１号に定める「学位論文その他の研究論文」
	学位論文の教授会での高い評価，関連した研究内容の学会での発表，学術雑誌への掲載又は表彰等，当該論文の内容が特に優れていると認められること。
	①　学位論文及びその他の研究論文について，特に優れていると認められること。
	②　学会誌等への論文掲載
③　学術雑誌等への掲載
④　国際会議論文
⑤　学会発表
⑥　学会表彰
⑦　日本学術振興会特別研究員に採用
⑧　ＣＯＥ研究員に採用
⑨　科学研究費補助金等の研究助成金の獲得

	２　省令第36条第２号に定める「大学院設置基準（昭和49年文部省令第28号）第16条定める特定の課題についての研究の成果」
	　特定の課題についての研究の成果の審査及び試験の結果が教授会等で特に優れていると認められること。
【実技系の卒業発表や卒業制作が該当します】
	①　特定の課題についての研究成果の審査結果が特に優れていると認められること。
	②　権威ある大会及び団体において評価を得たもの
　・展覧会，演奏会等への作品発表
　・指導員，審判・審査員等の資格取得及び審査・指導
　・全国的な競技会への出場

	３　省令第36条第３号に定める「大学院設置基準第16条の２に定める試験及び審査の結果」
【本学では該当しません】
	　専攻分野に関する高度の専門的知識及び能力並びに当該専攻分野に関連する分野の基礎的素養であって当該前期の課程において修得し，若しくは涵養すべきものについての試験の結果が教授会等で特に優れていると認められること，又は，博士論文に係る研究を主体的に遂行するために必要な能力であって当該前期の課程において修得すべきものについての審査の結果が教授会等で特に優れていると認められること。
	①　試験及び審査の結果が特に優れていると認められること。
	

	４　省令第36条第４号に定める「著書，データベースその他の著作物（省令第36条第１号及び第２号に掲げるものを除く。）」
	専攻分野に関連した著書，データベースその他の著作物等（省令第36条第１号及び第２号に掲げる論文等を除く。）が，社会的に高い評価を受けるなど，特に優れた活動実績として評価されること。
	①　１，２以外の著書，データベースが特に優れていると認められること。
	②　１，２以外の著書，データベース，解説記事等の著作物がある。

	５　省令第36条第５号に定める「発明」
	　特許・実用新案等が優れた発明・発見として高い評価を得ていると認められること。
	①　特許・実用新案等が特に優れていると認められること。
	②　特許・実用新案等の取得あるいは出願をしている。

	６　省令第36条第６号に定める「授業科目の成績」
	　講義・演習等の成果として，優れた専門的知識や研究能力を修得したと教授会等で高く評価され，特に優秀な成績を挙げたと認められること。
	①　優秀な成績を上げ，修業年限の短縮を認められたこと。
②　成績評価等により特に優秀と認められたこと。
③　「修士課程」特に優れた研究能力及び専門的知識を有すると認められること。
④　「博士後期課程」研究者として独立して研究活動を行う能力が顕著であると認められること。
	

	７　省令第36条第７号に定める「研究又は教育に係る補助業務の実績」
	リサーチアシスタント，ティーチングアシスタント等による補助業務により，学内外での教育研究活動に大きく貢献し，かつ特に優れた業績を挙げたと認められること。
	①　リサーチアシスタント，ティーチングアシスタントの実績があること。
	②　学外でのリサーチアシスタント，ティーチングアシスタントの実績があること。

	８　省令第36条第８号に定める「音楽，演劇，美術その他芸術の発表会における成績」

	　教育研究活動の成果として，専攻分野に関連した国内外における発表会等で高い評価を受ける等，特に優れた業績を挙げたと認められること。
	①　国内外における発表会等において，受賞等があること。


	９　省令第36条第９号に定める「スポーツの競技会における成績」

	　教育研究活動の成果として，専攻分野に関連した国内外における主要な競技会等で優れた結果を収める等，特に優れた業績を挙げたと認められること。
	
	①　国内外における競技会等において，入賞等があること。

	10　省令第36条第10号に定める「ボランティア活動その他の社会貢献の活動の実績」
	教育研究活動の成果として，専攻分野に関連したボランティア活動等が社会的に高い評価を受ける等，公益の増進に寄与した研究業績であると評価されること。
	①　学内の顕彰を受ける等，公益の増進に寄与した研究業績であると評価されたもの。
	②　学外での顕彰を受ける等，公益の増進に寄与した研究業績であると評価されたもの。


評価方法等
１　業績の種類の１，２，３及び４（教育学研究科については専攻分野に関連した業績として認められる場合には８及び９を含めるものとする。）を主要業績群，それ以外を参考業績群とし，評価の比重は２：１とする。
２　主要業績群と参考業績群の各評価項目について総合評価する。
（１）主要業績群
　　　特に優れた業績の評価をＡ（10点）及びＢ（８点）とする。
　　　優れた業績の評価をＣ（６点），Ｄ（４点）及びＥ（２点）とする。
（２）参考業績群
　　　特に優れた業績の評価をＡ（５点）及びＢ（４点）とする。
　　　優れた業績の評価をＣ（３点），Ｄ（２点）及びＥ（１点）とする
３　評価項目ごとに，大学院奨学金返還免除候補者選考に関する評価調書（様式第１）に評価内容を記入し，証明する書類を記載する。
４　総合評価点の高い順から推薦順位を決定する。
（注）業績８，９及び10は，専攻分野に関連した業績でないと認められない。
以上





令和４年度
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「特に優れた業績による返還免除」





申請のてびき





大学HPより各種様式を受け取ってください。





〔 返還免除の申請〕申請期間内に必要書類を提出





〔返還免除候補者の学内選考〕返還免除候補者を選考し、大学から機構へ推薦





〔返還免除者の決定 〕機構において、免除者（全額免除・半額免除）を決定





〔選考結果（７月下旬頃）〕返還免除となった場合は機構から本人宛に文書で通知





担当：学生支援課奨学支援係


ＴＥＬ：028-649-5102













